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はじめに 

 

セミは地中で数年間幼虫時代を過ごすことから、生息場所からあまり移動せず、その土地

の環境変化の影響を受けやすいと推測され、その地域の自然環境を計るモノサシとして期

待されています。 また、セミは何処にでも、それなりの数が生息していること、種類が限

られていること、抜け殻によるセミの種類の見分け方は、少しだけコツを覚えれば誰でも

簡単にできること、セミの抜け殻は逃げないため子どもでも簡単に採取できること、生き

ているセミを採取する訳ではないので、抜け殻を採取しても自然に与える影響が小さくて

済むことから「セミの抜け殻による調査」は全国各地の個人・団体によって実施されてき

ました。しかし、個々の調査で手法が統一されておらず、そのデータの信頼性にも大きな

差がありました。 

そこで「セミの抜け殻しらべ市民ネット」は、2009 年から(財)日本自然保護協会自然観察

指導員の有志を中心とした市民ボランティアによって「セミの抜け殻しらべ」を統一した

手法で継続的に実施することで、信頼性の高い基礎的情報を収集すると共に、セミの生態

の変化から、その地域の環境変化に気付こうという試みを始めました。 

2013 年の調査では多くの市民ボランティアの協力の下、全国 31 調査地、54 のサイトで調

査が行われ、45,995 個の抜け殻を採取、鑑別しました。当報告書は、集められたデータを

集計、解析し、そこから見えてくることをダイジェストにまとめたものです。 

 

調査に参加し貴重なデータをお送りいただいた全国の皆様に感謝申し上げると共に、今後

も全国各地での継続的な調査を実施していくために、多くの皆様の参加をお願い申し上げ

ます。 

   

2014 年 10 月 31 日 

     セミの抜け殻しらべ市民ネット 会長  田邉貞幸 

NACS-J 自然観察指導員東京連絡会 代表  川上典子 

報告書作成 小久保雅之 
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（１）調査方法 

調査は、2013 年７～9 月に 3 回以上、調査者が任意に選定した調査地において、100 ㎡ほどのサイトを一箇

所または複数設定し、そのサイト内において調査者の手の届く範囲にあるセミの抜け殻を全て収集・鑑別・

記録するという手法で実施した。 また、調査サイトの周辺の環境（平地、里山・丘陵など）、調査地の様子

（都市公園、自然公園・保存緑地など）、調査地の地面（一面に下草・落葉、下草・落葉がまばら、地面が露

出）について記録した。 調査者は、定められた調査票に、収集結果や調査サイトの情報を記入した。 抜け

殻の鑑別は昨年までの鑑定結果とその検証結果から一定レベルでの鑑定ができることが認められている調査

者のデータはそのまま使用し、一定レベルでの鑑定ができることが確認されていない場合はデータと共に抜

け殻を再検者へ送付した。 再検者は、種の同定、調査票のチェックなど、データの信頼性を高める作業を行

った。 

全体での集計の他、首都圏 23 サイト、関西圏 13 サイトについて種構成の比較検討を行った、また 2010 年

から 2013 年まで 4 年連続で調査できたサイトのうち、それぞれの抜け殻総数が 100 以上のサイトについて、

抜け殻数と種構成の推移を比較した。 

 

 

 

（２）調査の概要 

2013 年の調査地、調査結果を表 1 にまとめた。31 調査地、54 のサイトで調査が行われ、45,995 個の抜け殻

を採取、鑑別した。 

2010 年から 2013 年の 4 年間の調査地数、調査サイト数、収集した抜け殻数を表 2 に示した。 若干の増減

はあるが、30 前後の調査地 47～68 の調査サイトで調査が行われ、2013 年は前年比で約 1.6 倍で過去最高

の採取数となった。2013 年の抜け殻採取数が、調査地数、サイト数が減少したにもかかわらず、過去最高と

なった要因として、6種の中で最も数の多いアブラゼミの抜け殻が 2012年に比べ多かったためと考えられる。 
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表-１ セミの抜け殻しらべ 2013 調査結果一覧 
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都道府県名 調査地名 サイト名 周辺の環境 調査場所の様子 調査場所の地面 主担当者 ニイニイゼミミンミンゼミアブラゼミ　ツクツクボウシヒグラシ クマゼミ エゾゼミ 計

① 平地 都市公園 一面に下草・落ち葉 山口勝彦 0 0 2568 0 0 0 0 2568
② 平地 都市公園 一面に下草・落ち葉 山口勝彦 0 0 3654 0 0 0 0 3654
③ 平地 都市公園 一面に下草・落ち葉 山口勝彦 0 0 1844 0 0 0 0 1844
④ 平地 都市公園 一面に下草・落ち葉 山口勝彦 1 0 2818 1 0 0 0 2820

群馬県 藤岡市岡之郷 岡之郷緑地公園 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら 櫻井昭寛 183 3 203 7 0 0 0 396
A 平地 都市公園 土が露出 新庄秀克、堀内伸一郎 0 0 274 0 0 87 0 361
B 平地 都市公園 土が露出 新庄秀克、堀内伸一郎 3 75 1202 0 0 29 0 1309
C 平地 都市公園 土が露出 新庄秀克、堀内伸一郎 0 0 153 0 0 1 0 154

秋ヶ瀬公園 子供の森A＋B 平地 自然公園・保存緑地 一面に下草・落ち葉 太田隆司 16 0 442 12 0 0 0 470
横浜公園 横浜公園 平地 都市公園 土が露出 東佐知子 3 32 805 6 0 4 0 850
横浜市新横浜鳥山橋 （橋の先） 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら 林和則 1 45 1291 1 0 0 0 1338

A 里･丘陵 その他 一面に下草・落ち葉 小久保雅之 0 0 0 0 29 0 9 38
B 里･丘陵 その他 下草・落ち葉がまばら 小久保雅之 0 0 0 0 11 0 4 15
C 里･丘陵 その他 下草・落ち葉がまばら 小久保雅之 0 0 3 0 6 0 4 13
D 里･丘陵 その他 下草・落ち葉がまばら 小久保雅之 0 0 0 0 36 0 4 40
駐車場南 里･丘陵 自然公園・保存緑地 一面に下草・落ち葉 岡崎一夫 37 0 4 0 0 0 0 41
吊橋中間 里･丘陵 自然公園・保存緑地 一面に下草・落ち葉 岡崎一夫 14 0 7 0 2 0 0 23
野外ステージ東 里･丘陵 自然公園・保存緑地 一面に下草・落ち葉 岡崎一夫 23 0 11 1 1 0 0 36

富士研修所 本館北桜 平地 その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）一面に下草・落ち葉 岡崎一夫 11 0 98 4 10 0 0 123
雑木林市ヶ谷寄りコアサイト 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら 田邉貞幸 21 146 182 1 0 0 0 350
市ヶ谷～飯田橋 平地 都市公園 土が露出 田邉貞幸 2 97 142 0 0 0 0 241
ホテル裏 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら 田邉貞幸 5 55 1358 0 0 24 0 1442
第２売店裏 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら 田邉貞幸 25 31 1726 0 0 8 0 1790
A 平地 自然公園・保存緑地 一面に下草・落ち葉 小久保雅之 0 76 596 27 80 0 0 779
B 平地 自然公園・保存緑地 土が露出 小久保雅之 0 0 169 5 37 0 0 211

小平中央公園 小平中央公園 平地 都市公園 土が露出 高野丈 53 5 692 32 96 0 0 878
エノキサイト 平地 都市公園 土が露出 小久保雅之 7 1 5 0 0 0 0 13
サクラサイト 平地 都市公園 土が露出 小久保雅之 0 0 6 0 0 0 0 6
ユリノキ、カヤ、クワサイト 平地 都市公園 土が露出 小久保雅之 0 0 27 0 0 0 0 27
雑木林サイト 平地 都市公園 土が露出 小久保雅之 0 11 39 0 0 0 0 50

都立井の頭恩賜公園 第二公園 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら 高野丈 191 52 601 47 12 0 0 903
都立石神井公園 さくら広場・くぬぎ広場 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら 松田則子 2 439 324 11 0 0 0 776
都立代々木公園 代ゼミ 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら 大久保多世子 1444 24 2443 51 0 67 0 4029
都立大泉中央公園 四季の広場 平地 都市公園 松田則子 9 587 7923 195 0 10 0 8724
都立野川公園 北地区 平地 都市公園 松田則子 135 24 1887 695 3 0 0 2744
東京大学付属小石川植物園 梅林内のＷＣ横のエリア 平地 その他 下草・落ち葉がまばら 田邉貞幸 52 7 219 21 0 0 0 299

ハナミズキ林前 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら 小久保雅之 69 4 68 0 0 0 0 141
事務所前エノキ・エンジュ 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら 池田浩 11 8 76 0 0 0 0 95
首賭けイチョウ前 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら 小久保雅之 230 96 563 7 0 0 0 896
日比谷パレス裏 平地 都市公園 一面に下草・落ち葉 池田浩 7 33 121 14 0 0 0 175
野外音楽堂東 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら 小久保雅之 81 47 536 0 0 0 0 664
雲形池西 平地 都市公園 下草・落ち葉がまばら 小久保雅之・岡田昌宏 30 446 718 17 0 0 0 1211

国会議事堂前公園（南） ブンゴウメ林 平地 都市公園 土が露出 岡田昌宏 178 73 215 3 0 0 0 469
大阪府 門真市三ツ島 三ツ島住宅内　広場周辺 平地 自然公園・保存緑地 土が露出 神田哲久 0 0 4 0 0 415 0 419

神戸市東灘区御影塚町２ 処女塚古墳 平地 都市公園 土が露出 久保紘一 1 0 0 0 0 862 0 863
神戸市東灘区住吉山手8丁目 赤塚山北公園 里･丘陵 都市公園 下草・落ち葉がまばら 久保紘一、（こども代表：田内航大くん） 4 1 98 0 0 1 0 104
神戸市東灘区住吉山手9丁目 寒天橋周辺 山 自然公園・保存緑地 下草・落ち葉がまばら 八巻晤郎 16 5 12 7 102 0 0 142

渦が森団地・北公園（北西側の植え込み） 山 自然公園・保存緑地 下草・落ち葉がまばら 八巻晤郎 3 0 25 0 0 376 0 404
展望台公園 山 都市公園 一面に下草・落ち葉 八巻晤郎 23 31 164 6 0 0 0 224

西宮市上ヶ原１番町１ 関西学院上ヶ原キャンパス内日本庭園 平地 その他 土が露出 品川正法 2 1 109 1 0 24 0 137
西神中央公園 西神中央公園 里･丘陵 自然公園・保存緑地 下草・落ち葉がまばら 田丸友重 0 11 226 7 0 8 0 252

６地区A 里･丘陵 都市公園 一面に下草・落ち葉 八巻晤郎 1 0 77 0 0 257 0 335
８地区A 里･丘陵 都市公園 一面に下草・落ち葉 八巻晤郎 0 0 9 0 0 21 0 30
１０地区A 里･丘陵 都市公園 一面に下草・落ち葉 八巻晤郎 0 0 68 0 0 11 0 79
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表-2 2010 年～2013 年 4 年間の調査地数、調査サイト数、収集した抜け殻数 

年 調

査

地

数 

サ

イ

ト

数 

ﾆｲﾆｲ ﾐﾝﾐﾝ ｱﾌﾞﾗ ﾂｸﾂｸ ﾋｸﾞﾗｼ ｸﾏ ｴｿﾞ 総計 

2010 32 57 
2,269 

（7.1％） 
1,929 

（6.0％） 
22,589 

（70.4％） 
1,544 

（4.8％） 
222 

（0.7％） 
3,473 

（10.8％） 
39 

（0.1％） 32,065 

2011 36 68 
1,956 

（4.9％） 
1,981 

（5.0％） 
29,932 

（75.6％） 
981 

（2.5％） 
341 

（0.9％） 
4,354 

（11.0％） 
33 

（0.1％） 39,578 

2012 30 60 
3,892 

（13.7％） 
2,271 

（8.0％） 
18,480 

（65.2％） 
877 

（3.1％） 
525 

（1.9％） 
2,298 

（8.1％） 
18 

（0.1％） 28,361 

2013 31 54 
2,894 
(6.3％) 

2,466 
（5.4％) 

36,805 
(80.0％) 

1,179 
(2.6％) 

425 
(0.9％) 

2,205 
(4.8％) 

21 
（0.0％) 45,995 

 

（３）首都圏と阪神地区の違い 

本調査の調査地の多くが首都圏または阪神地区であることから、2013 年の首都圏と阪神地区の種構成を比較

した。 首都圏では、図-1 のようにアブラゼミが 79.1％と圧倒的に多く、次いでニイニイゼミ（8.2％）、ミ

ンミンゼミ（7.6％）、ツクツクボウシ（3.7％）ヒグラシ、クマゼミ（各 0.7％）であった。 一方、阪神地区

では、図-2 に示すようにクマゼミが全体の 66.1％を占め、アブラゼミ（26.5％）の 2 倍以上の構成比を示し

た。 一方、他の 4 種はいずれも 4%未満であり首都圏に比べて比率が少なかった。  

首都圏でクマゼミの抜け殻が採取されている調査地は 17 調査地中 6 箇所（35.3％）と限定されていた。 首

都圏ではクマゼミの抜け殻数は少ないものの、声が聞かれているサイトは多く、じわじわと増えてきている

印象がある。 一方、阪神地区ではクマゼミの構成比は 66.1％で、クマゼミの抜け殻が採取された調査地も、

８調査地中 7 箇所（87.5％）と首都圏に比べ多かった。 

阪神地区ではヒグラシの比率が首都圏より高いが、これは神戸市東灘区の調査地の一つである「寒天橋付近」

でヒグラシが多いためであり、このデータをもって首都圏に比べ阪神地区にヒグラシが多いとは必ずしも言

えない。 

 

   

■ニイニイゼミ ■ミンミンゼミ ■アブラゼミ ■ツクツクボウシ ■ヒグラシ ■クマゼミ 
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（４）4 年連続調査できたサイトでの経年変化 

 a. 全体 

4 年連続して調査できたサイトのデータを集計し、円グラフと棒グラフで図-3 に示した。 2013 年は採集さ

れた抜け殻総数が著しく増加している。 その要因としてアブラゼミの増加が見て取れる。構成比では 2012

年にアブラゼミが少なく、ニイニイゼミ、ミンミンゼミが多かったために、ニイニイゼミとミンミンゼミの

比率が高かったことが示されている。 2013 年は 2012 年に比べ、ミンミンゼミの数も増えたが、アブラゼ

ミの数がそれ以上に増えたため、クマゼミを除く構成比は 2010 年、2011 年に近いパターンに戻っている。 

 

図-3 4 年連続調査できた 26 サイトの集計結果（全体） 

 

 

■ニイニイゼミ ■ミンミンゼミ ■アブラゼミ ■ツクツクボウシ ■ヒグラシ ■クマゼミ 
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b. 首都圏 

首都圏の 4 年連続で調査できた 18 サイトの種構成の変化を円グラフ、棒グラフで図-４に示した。 抜け殻総

数は毎年増減を繰り返しており、これは種構成での比率が最も高いアブラゼミの数の増減と相関している。

2013 年は 2011 年に次いでアブラセミの比率が高く、相対的に他のセミの比率が低くなっている。 

 

図-４ 4 年連続調査できた首都圏 18 サイトの集計結果 

 

 

■ニイニイゼミ ■ミンミンゼミ ■アブラゼミ ■ツクツクボウシ ■ヒグラシ ■クマゼミ 
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図-５ 首都圏の調査地（東京・埼玉） 

 

 

図-６ 東京のタイプの異なる 4 つのサイト 

 

■ニイニイゼミ ■ミンミンゼミ ■アブラゼミ ■ツクツクボウシ ■ヒグラシ ■クマゼミ 

 

首都圏のタイプの異なる代表的な 4 つの調査サイトの 2013 年の種構成（円グラフ）と 5 年間の推移（棒グ

ラフ）を図-6 に示した。 

葛西臨海公園は平成元年に開園した、埋め立て地を造成してできた比較的新しい公園で、アブラゼミが圧倒

的に多く、クマゼミが定着している。 

外堀公園は文字通り江戸城の外濠の土手である。ここの特徴はミンミンゼミが多いことである。 2013 年は

アブラゼミの方が多かったが、2009 年 2012 年はミンミンゼミがアブラゼミより多く採取されている。 ま

た、ニイニイゼミ、ツクツクボウシの抜け殻がほとんど採れないのも、このサイトの特徴である。 

代々木公園は東京オリンピックの選手村の跡地を利用した比較的新しい公園だが、木々が成長し立派な森林

公園となりつつある。 ここ数年ニイニイゼミ、クマゼミが増えているのが興味深い。 

国分寺 X 山は国分寺市西恋ヶ窪の住宅地の中に残された雑木林で、東京都内としては珍しくヒグラシの比率

が大きいのが特徴である。ツクツクボウシも多く、ミンミンゼミの数は多くないが採取されている。 一方で

ニイニイゼミの抜け殻が全く採取できないこともこのサイトの特徴となっている。 
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このように、同じ東京都内の公園でも、海沿い、皇居近く、郊外、あるいは歴史的背景で大きく種構成が異

なっていることが分かる。 なお、同じ郊外の公園でも、その環境等により大きく種構成が異なることが他の

調査地、サイトのデータから分かってきている。 

 

日比谷公園の 5 年連続で調査できた異なる 3 つのサイトの 2013 年の種構成（円グラフ）と 5 年間の推移（棒

グラフ）を図-7 に示した。 同じ公園のなかでも、種構成が異なることが 2013 年の円グラフから分かる。 

野外音楽堂東サイトはアブラゼミの比率が高く、ニイニイゼミとミンミンゼミは採取されているがツクツク

ボウシはない。 首賭けイチョウ前サイトはニイニイゼミの比率が多くツクツクボウシも採取されている。 

雲形池東サイトはミンミンゼミの比率が高くニイニイゼミが少ないが、ツクツクボウシの比率は３つのサイ

トの中では最も多かった。 

5 年間の変化を見てみると、野外音楽堂東サイトと首賭けイチョウ前サイトは 2010 年と 2012 年のニイニイ

ゼミが多く、ミンミンゼミの推移も比較的近く、全体に似た傾向を示している。 

一方、雲形池東サイトは 2011 年にアブラゼミが多く、2013 年にはミンミンゼミが多いなど、他のサイトと

異なる経年推移がみられた。またツクツクボウシの数は年によってかなりの変動があることが分かる。 

 

図-７ 日比谷公園の 3 つのサイトの比較 

 

■ニイニイゼミ ■ミンミンゼミ ■アブラゼミ ■ツクツクボウシ 

 

c. 首都圏におけるクマゼミの進出 

首都圏 17 調査地の内、クマゼミの抜け殻が採取されているのは、蕨市民公園の他、葛西臨海公園、代々木公

園、都立大泉中央公園、横浜公園の 5 調査地であった。 

蕨市民公園は以前からクマゼミが多く生息することで知られており 4 年間継続して調査されていることから、

4 年間の推移を図-8 に棒グラフで示した。 2013 年の抜け殻総数は 2012 年の 2 倍になっているが、これは

３つのサイトの内の一つ、サイト B のアブラゼミ、ミンミンゼミが極端に増えたことによる。 
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上記理由でクマゼミの比率は 2013 年に下がったが、クマゼミの抜け殻数は初年度から毎年増え続けている。 

クマゼミの数は代々木公園、大泉中央公園でも増加の傾向がみられており、首都圏全体としても増加してい

ることが予想される。 また、クマゼミの鳴き声は前述 5 箇所の調査地以外でも聞こえるようになってきてお

り、徐々に生息範囲を広げている可能性がある。 

 

図８ 蕨市民公園（3 サイト合計）の 4 年間の推移 

 

■ニイニイゼミ ■ミンミンゼミ ■アブラゼミ ■ツクツクボウシ ■ヒグラシ ■クマゼミ 

 

d. 阪神地区 

阪神地区の 4 年連続調査できた 8 サイトの種構成の変化を円グラフ、棒グラフで図-9 に示した。抜け殻総数

は 2010 年、2011 年に対し、2012 年、2013 年は半減している。 これは調査サイトの多くで、下草刈りや伐

採、散策路の鉄柵工事などによる環境変化（西神中央公園、赤塚山北公園、学が丘南公園など）、調査範囲の

変更をやむを得ず行ったことにより、抜け殻数減少があったと考えられる。 従って、この 2011 年から 2012

年の差が、阪神地区の一般的な傾向とは必ずしも言えない可能性がある。 

昨年も考察したが、同じ東灘区内であるにもかかわらず、クマゼミしかいない「処女塚古墳」、クマゼミ主体

の「渦が森北公園」、アブラゼミ主体の「赤塚山北公園」、アブラゼミ、ニイニイゼミ、ミンミンゼミ、ツク

ツクボウシも採取されクマゼミがいない「渦が森展望台公園」、ヒグラシが約 70％を占め、ニイニイゼミ、

アブラゼミ、ミンミンゼミ、ツクツクボウシがバランスよく採取され、クマゼミは 0 という「寒天橋周辺」

などと、種構成に大きな違いが見られた。 クマゼミ 100％の処女塚古墳を除く、神戸市東灘区の渦が森周辺

にある４つのサイトの 2013 年の種構成と 3 年間の推移を図-12 に示した。 

これらの調査地の環境を比べると、100％クマゼミの「処女塚古墳」は、海岸に近い市街地にある小さな古墳

公園で、植栽された樹、空間が多く、地面が固く陽射しが入り、良く乾燥している。 1960 年代に六甲山の

麓に開発された住宅地である渦が森周辺の 4 つの調査地「渦が森北公園」(標高 300ｍ)「赤塚山北公園」（標

高 190ｍ）「渦が森展望台公園」（標高 320ｍ）「寒天橋付近」（標高 290ｍ）は、それぞれ 200ｍから 800m ほ

どの距離しか離れていない。 「渦が森北公園」は住宅地の真ん中にあり、雑木林から離れた場所にある管理

された公園。「寒天橋付近」は住宅団地の直ぐ近くの谷側に沿った山道で、自然のままの雑木林であり、都市

公園より暗く、地面が軟らかい湿土で山の斜面という環境である。 「渦が森展望台公園」は住宅地の一番上

部に作られた公園で雑木林と接している管理された公園、「赤塚山北公園」は雑木林に近い住宅地にある管理

された都市公園で、「渦が森展望台公園」と「寒天橋付近」との中間的な環境である。 各調査地での種構成

の違いに、これら環境の差が大きく影響していると考えられた。 
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図９ 4 年連続調査できた阪神地区 8 サイトの集計結果 

 

 

 

 

■ニイニイゼミ ■ミンミンゼミ ■アブラゼミ ■ツクツクボウシ ■ヒグラシ ■クマゼミ 
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図-１０ 阪神地区の調査地 

 

図-１１ 神戸市東灘区渦が森周辺の調査地 

 

 

図-１２ 神戸市東灘区渦が森周辺にある 4 つのサイトの比較 

 

■ニイニイゼミ ■ミンミンゼミ ■アブラゼミ ■ツクツクボウシ ■ヒグラシ ■クマゼミ 
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（５）アブラゼミとニイニイゼミの羽化時期の違い 

羽化の時期を比較する目的で、3 年間連続して、7 月中旬から 8 月上旬の間に 5 回以上の調査ができた 4 つ

のサイトについて、アブラゼミの初採取日と総数の 50％を超えた日を比較した。 

首都圏と阪神地区（赤塚山北公園）のアブラゼミの羽化時期（50％を超えた日）を比較すると、赤塚山北公

園が２週間程早いことが今までのデータで分かっており、2013 年も同様の傾向がみられたが、首都圏のアブ

ラゼミの羽化が 2012 年に比べ早い印象を持っている調査者が多かったことから、過去のデータと比較した

のが表-3 である。 2013 年は 2012 年と比較して 50％を超えた日は 4～8 日早く、データ上でも 2013 年は首

都圏のアブラゼミの羽化時期がはやかったことが確認できた。 なお、阪神地区の赤塚山北公園では明確な違

いは見られなかった。 

ニイニイゼミについては、日比谷公園の３サイトを比較した。 こちらもハナミズキ林前の初採取日を除いて

昨年よりも早まっていた。 

 

表-３ アブラゼミの初採取日と総数の 50％を超えた日 2011 年・2012 年・2013 年比較 

 

 

表-４ ニイニイゼミの初採取日と総数の 50％を超えた日 2012 年・2013 年比較 

 

（６）セミの羽化状況と天候との関係 

日比谷公園、野外音楽堂東サイトの 2011 年、2012 年、2013 年 の羽化の推移を図-13 に示した。 棒グラ

フはピンク色がニイニイゼミ(オス、メス区別なし）、緑色がミンミンゼミ、オレンジ色がアブラゼミで、そ

れぞれ左がオス、右がメスを示し、調査できなかった日の分は、次に調査した日の抜け殻数を調査しなかっ

た日数で割って平均化している。 

折れ線グラフはその日の東京の最高気温を示し、グラフ下の色は夜の天気を示しており、クリーム色が晴れ

間のあった日、水色がずっと曇りで雨の降らなかった日、青が一時的でも雨の降った日を表している。 

2011 年は 7 月 8 日から 18 日まで好天が続き、最高気温は 30℃以上を推移している。 ニイニイゼミが 7/11

に初採取され、数は多くないが毎日数個ずつ採取されていた。 ミンミンゼミ、アブラゼミは 7/18 までは 1

個も採取されていない。 

同じ時期 2012 年は最高気温が低めで、雨の日も多く、ニイニイゼミの初採取は 2011 年より 2 日遅い 7/13

であった。 2012 年も 7/18 まではミンミンゼミもアブラゼミも 1 個も採取されていない。 

2013 年は 7/8 から 7/15 まで最高気温 35℃前後の非常に暑い日が続いた。 ニイニイゼミは 7/10 に初採取で

3 年間で一番早く、その後も順調に羽化している。 
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図-13 日比谷公園・野外音楽堂東サイトの 2011 年、2012 年、2013 年 の羽化の推移と天候 

 

■ニイニイゼミ ■ミンミンゼミ ■アブラゼミ    夜の天気： ■晴れ ■曇り ■雨 
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ミンミンゼミの初採取が 7/11 と早かったのは特筆すべきで、2011 年が 7/21、2012 年が 7/19 であることか

ら 8 日から 10 日早かったことになる。 アブラゼミの初採取も 2013 年は 7/16 日で 2011 年の 7/26、2012

年の 7/19 に対して、3 日から 10 日早かった。 このように羽化時期が早まったのは 7 月上旬の高温が関係し

ている可能性が考えられる。 

2011 年はその後 7/19 から 8/6 まで最高気温が 30℃以下の日が続き、セミの羽化が一時的に減った印象を受

ける。 7/19・7/20 は夜に雨が降っているが、ニイニイゼミの羽化は 7/21（7/21 採取分は 7/20 の夜に羽化し

たもの）まで多く採取されている。 

2012 年は 7/20 から 7/23 まで気温の低い日が続きニイニイゼミの抜け殻の採取数が減少した。 最高気温が

30℃を超えた 7/24 以降はニイニイゼミの羽化が最盛期を迎えている。 

2013 年は 7/16 からは気温が低下して、夜、雨の日が多かったが、ニイニイゼミもミンミンゼミもアブラゼ

ミも羽化数が減ることはなく、結果として全体的に羽化時期が早まっていることがグラフから読み取れる。 

以上の結果をみると、7 月上旬、高温が続き、天気も良かったかことが、2013 年にセミの羽化全体が早まっ

た原因になっている可能性が考えられた。 

 

（７）2013 年および 2009 年から 2013 年までの調査結果のまとめ 

2013 年の調査結果および、2009 年から 2013 年まで 4 年間連続で調査できたサイトの調査結果の変化から

以下の点が推察された。 

１）首都圏と阪神地区、それぞれの地区の中でも調査地毎にセミの種構成が異なる 

首都圏はアブラゼミが多くニイニイゼミ、ミンミンゼミ、ツクツクボウシも、それぞれ数％の比率

であるのに対し、阪神地区はクマゼミ、アブラゼミが半々で、他の種は少なかった。 ただし、首

都圏も阪神地区も、それぞれの調査地で種構成は一定ではなく、その違いは調査地の環境などの影

響が考えられる。   

２）首都圏でクマゼミが増加傾向 

クマゼミの数は埼玉県の蕨市民公園、東京の代々木公園、大泉中央公園でも増加の傾向がみられて

おり、首都圏全体としても増加していることが予想される。 また、クマゼミの鳴き声は上記 5 箇

所の調査地以外でも聞こえるようになってきており、徐々に生息範囲を広げている可能性がある。 

３）一つの公園の中や距離的に近い調査地でも、抜け殻数や構成比が大きく異なる場合がある 

日比谷公園の各サイトや神戸市東灘区の渦が森地区など、一つの公園の中や距離的に近い場所でも、

抜け殻数や種構成が大きく異なることがあり、環境とセミの棲息状況との関連を考えるうえで興味

深い。 

４）首都圏では 2012 年と比べて 2013 年はアブラゼミが多く、ニイニイゼミが減少 

    ただし、調査地、サイトによっては、全体の変化とは異なる変化を示していた。 

５）2013 年における首都圏のアブラゼミ、ニイニイゼミの羽化時期は例年より早かった  

気候との関連が示唆されるが、さらなるデータの蓄積と検討が必要と考えられる。 

 

以上、2013 年の調査結果および、2009 年から 2013 年まで 4 年間連続で調査できたサイトの調査結果の比

較から、地域や環境とセミの種構成との関連が少しずつではあるが分かってきている。 

今後ともできる限り調査を継続することで、新たな発見を期待したい。 その為には、できるだけ統一した

手法での調査を継続すること、セミ以外の環境変化の記録も重要と考えられた。 
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（８）抜け殻の写真 
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